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自己紹介 三輪 仁志

大阪府出身

2015年 立命館大学文学部卒

2015年 学校法人 立命館 入職

2015-2019年 立命館アジア太平洋大学
アカデミック・オフィス

2019-現在 立命館アジア太平洋大学
アドミッションズ･オフィス(国際)

専門系フィールド・スタディ、インターンシップ、
海外学修プログラム、入学前教育、
短期留学生受入プログラム等を担当

2019-2021年にかけては入学試験執行を担当し、
コロナ禍でのオンライン入学試験の導入・執行に従事。

2022年からはリクルーティング業務とマーケティング業
務を兼任し、アフターコロナにおける国際学生獲得のた
めのデジタルマーケティング構築に尽力。現在に至る。



立命館大学アジア太平洋大学について

あなたとともに

4年間を過ごす仲間の半数は
世界中から集う国際学生

約2人に1人が
112カ国・地域からの
国際学生

※国際学生とは
在留資格が「留学」である学生のことを言います。



立命館大学アジア太平洋大学について

・国際課/留学生オフィスを

持たない全学国際環境

・学内公用語は日本語&英語

・日英両言語開講



本日のポイント

①ミャンマーからの出願動向

②学生募集の取り組み

③入学資格/審査の取り扱い

④将来への取組

現場の運用担当者視点で下記の４点をお話します。



出願・入学者数の推移

出願者数 入学者数

2021年度 10 3

2022年度 67 48

2023年度 236 180

2024年度 281 171

2025年度 220-240* 80(4月の見込)

ミャンマーからの出願動向

*出願締切前のため見込値



ミャンマーからの出願動向

高校卒業 大学中退 その他

2023年度 118 99 19

2024年度 115 110 56

2025年度* 50 60 81

出願者の傾向

地域の傾向(本人入力情報に基づく)

州・地域 数

Yangon 312

Mandalay 104

Nay Pyi Daw 16

Ayeyarwady 14

州・地域 数

Magway 12

Bago 11

Shan 9

Sagaing 8

州・地域 数

Tanintharyi 5

Kayin 3

Mon 3

Rakhine 2

*出願締切前のため暫定値

州・地域 数

日本国内 50



学生募集の取り組み

ミャンマーにおける学生募集/受入における情報収集

【前提】

・メディア情報は厳しく統制されているものとして、情報収集する。

・事実情報と現地の混乱のバランスを加味した判断を行う。

・ニュース
・在校生からの情報提供
・志願者/合格者からの

相談

メディアソースの
収集

現地日本大使館

OJEIC(岡山大学)

現地在住校友

在校生

情報集約
対応検討

事務局⾧
判断

緊急起案
決裁

初期情報 初期行動

ヒアリング



主な取組

学生募集の取り組み

①ミャンマー語による定例Webinar開催(出願期間中に毎月～隔月)

②ミャンマー語によるSNS運用および広告運用 (Facebook)

③ミャンマー語での入学者向け相談サービス(テレグラム)

④ミャンマー人学生スタッフの雇用

⑤その他、英語での定例的なWebinar開催(出願期間中は隔週~毎週)



①ミャンマー語による定例Webinar開催(出願期間中に毎月～隔月)

学生募集の取り組み

大学説明会にとどまらない多様なWebinarをミャンマー語で開催

・大学説明会

・奨学金/日本留学経済事情

・日本での学生生活事情

・パネルディスカッション 等



①ミャンマー語による定例Webinar開催(出願期間中に毎月～隔月)

学生募集の取り組み

2024年度中の登録者/参加者数：

1月：76名登録、43名参加

11月：144名登録、69名参加

10月：157名登録、80名参加

９月：174名登録、82名参加

7月：187名登録、54名参加



②ミャンマー語によるSNS運用および広告運用 (Facebook)

学生募集の取り組み



②ミャンマー語によるSNS運用および広告運用 (Facebook)

学生募集の取り組み



③ミャンマー語での入学者向け相談サービス(テレグラム)

学生募集の取り組み



④ミャンマー人学生スタッフの雇用

学生募集の取り組み

・Webinarの開催/運営

・SNSの投稿制作

・入学予定者向けサポート



⑤その他、英語での定例的なWebinar開催(出願期間中は隔週~毎週)

学生募集の取り組み



入学資格/審査の取り扱い



基本的には

文部科学省の「大学入学資格ガイド」

が全て。



入学資格について①

入学資格/審査の取り扱い

(文部科学省高等教育局大学振興課学校大学入学資格ガイド(令和6年6月)より)



入学資格について②

入学資格/審査の取り扱い

(文部科学省高等教育局大学振興課学校大学入学資格ガイド(令和6年6月)より)



よくある相談事項

・在籍していた学校から各種証明書(成績証明書など)が取り寄せられない。

・高校を中退した。

・その他資格や成績(GEDやGCE A Level等)での受験は可能か？

入学資格/審査の取り扱い



将来への取組



ミャンマー情勢とその規模感の認識からの学生理解

将来への取組(APUの場合)

・現在の所属学部が本人の最も望んでいる分野ではない可能性(ミスマッチということではなく)

・卒業後、母国へのUターンの可能性が低いこと

■結果的に選ばれているが、あくまでも「ミャンマーから出ること」が日本留学の発端

■現地大学では、医学部/工学部など本学の分野ではない学部出身者が一定数

■日本での就職についての早期理解促進

■現地情勢についてアンテナを張り、適切な学生対応を行うこと



ミャンマー情勢とその規模感の認識からの学生理解

将来への取組(APUの場合)

・収容定員管理の観点と持続可能性

■2025年度は550名を越えるミャンマー人学生を抱える見込み。

■情勢不安が解消されれば、大量退学のリスクを抱えている。

■約760名の入学定員のうち1/3近くを占めており空洞化するリスク



・収容定員管理の観点と持続可能性

■学生としての良質な体験を提供し、情勢安定化後も日本留学の

選択肢として生き残る

■強固な学生コミュニティの形成

将来への取組(APUの場合)



ご清聴ありがとうございました。
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